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国立科学博物館×総合地球環境学研究所 共同企画展 
「どうする、ニンゲン －研究の現場から地球の未来を問う」 
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報道内覧会概要 

【日   時】2026（令和 8）年 7月 30 日(木)（受付開始 17時 00分～） 

17時 30 分～18時 00 分 監修者紹介・展示解説 

18時 00 分～19時 00 分 自由内覧 

【会   場】国立科学博物館 日本館 1階 企画展示室および中央ホール 

 

企画展概要 

【企画展名称】国立科学博物館×総合地球環境学研究所 共同企画展 

「どうする、ニンゲン －研究の現場から地球の未来を問う」 

【開 催 場 所】国立科学博物館（東京・上野公園）日本館１階 企画展示室および中央ホール 

【開 催 期 間】2026（令和 8）年 7月 31日(金)～9月 23日(水・祝) 

【開 館 時 間】9時～17時 ※8 月 9日(日)～8 月 15 日(土)は 18時まで ※入館は閉館時刻の 30 分前まで 

【休  館  日】9月 7日(月)、9月 14 日(月) 

【入  館  料】一般・大学生：630円（団体 510円）、高校生以下および 65歳以上：無料 

※本展は常設展示入館料のみでご覧いただけます ※団体は 20 名以上 

※入館方法の詳細については当館ホームページをご覧ください https://www.kahaku.go.jp/ 

【主   催】国立科学博物館、総合地球環境学研究所 

【お 問 合 せ】国立科学博物館 展示部 企画展示課 企画展担当 

             〒110-8718 東京都台東区上野公園 7-20 

TEL：03-5814-9887 FAX：03-5814-9898 E-mail:kikakuten@kahaku.go.jp 

 

 

 

プレスリリース 

報道関係者各位 
令和 8年 7月 10日 

 

国立科学博物館（館長：真鍋 真）は、2026(令和 8)年 7 月 31 日(金)から 9 月 23 日(水・祝)までの期

間、下記のとおり、国立科学博物館×総合地球環境学研究所 共同企画展「どうする、ニンゲン －研究の

現場から地球の未来を問う」を開催いたします。 

本展の開幕に先立ち別添のとおり報道内覧会を実施いたしますので、ご案内申し上げます。 

広報に関して特段のご支援・ご協力を賜りたくお願いいたします。 

mailto:kikakuten@kahaku.go.jp


 

令和 8年 7月 10日 

報道関係者各位 

独立行政法人国立科学博物館 

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 

 

 

 

 

 

 

 国立科学博物館では、国立科学博物館×総合地球環境学研究所 共同企画展「どうする、ニンゲン 

－研究の現場から地球の未来を問う」の開幕に先立ち、下記のとおり報道内覧会を実施いたします。 

当日は、本展監修者による展示解説を行いますので、ぜひご参加いただき、記事として取り上げて

いただけますと幸甚です。 

 

記 

【日  時】 2026(令和 8)年 7月 30日(木) 

17時 30 分～19時 00 分（受付開始 17時 00分～） 

【会  場】 国立科学博物館（東京都台東区上野公園 7-20） 

       日本館 1階 企画展示室および中央ホール 

【受付場所】 日本館 1階守衛室前 ※下記地図の通り通用門からお入りください 

【アクセス】  ＪＲ上野駅公園口から徒歩 5分 

東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅 7番出口から徒歩 10分 

京成電鉄京成上野駅から徒歩 10分 

※駐車場及び駐輪場の用意はございません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当日のスケジュール】 

17時 00 分～  受付開始（受付場所：日本館 1階守衛室前） 

17時 30 分～18時 00 分 監修者紹介・展示解説 

18時 00 分～19時 00 分 自由内覧 

※17 時 30 分から約 30 分間、本展の監修研究者が展示解説を行い、皆様からのご質問

にお答えします 

国立科学博物館×総合地球環境学研究所 共同企画展 

「どうする、ニンゲン －研究の現場から地球の未来を問う」 

報道内覧会のお知らせ 

2026（令和 8）年 7月 30日（木）17 時 30分～／国立科学博物館 



 

【お申込み方法】 

報道内覧会に参加を希望される方は 7月 29日(水)17時 00分までに、以下必要事項を記載の

上、国立科学博物館企画展担当 kikakuten@kahaku.go.jp あてメールにてお申込みください。 

上記アドレスより折り返しのメール連絡をもって受付完了とします（概ね 3日以内にお返事しま

す）。迷惑メールの設定などをされている場合は、受信できるようにご設定ください。 

※いただいた個人情報は、報道内覧会以外の連絡には使用しません。 

厳重に管理し、報道内覧会終了後、1ヵ月以内に破棄いたします。 

 

【国立科学博物館監修者】 

国立科学博物館 前館長 篠田 謙一 
専門は分子人類学。古人骨に残る DNA を分析して、日本人の起源や世界各地の集団の成立について研
究している。 
 

【総合地球環境学研究所監修者】  

総合地球環境学研究所 所長 山極 壽一 
専門は人類進化論、霊長類学。人間の社会や文化がどの様に作られたかを進化史をさかのぼって探求し、
未来の人間の社会や文化のあるべき姿を模索している。 
 
総合地球環境学研究所 教授 近藤 康久 
専門は考古地理学。中東のオマーンで 20 年近くにわたり遺跡調査を続けている。また、人文学・社会
科学・自然科学の総合研究や、学術と社会の協創の方法論にも関心をもって探究している。 
 
総合地球環境学研究所 特任教授 谷口 真人 
専門は地下水学・水文学。複雑に絡み合う地球環境問題を解決するために、人と社会、自然との連環を
明らかにし、ステークホルダーとの共創を通じて未来社会のあり方を追求する研究プログラムを推進し
ている。 
 
総合地球環境学研究所 副所長 陀安 一郎 
専門は同位体生態学。同位体情報をツールとして、生態系の中に生物を位置付け、周りの環境との関係
性を解き明かすことで、新たな見方を取り入れることができる同位体環境学の研究をしている。 
 
総合地球環境学研究所 特任教授 松田 素二 
専門は社会人間学、アフリカ地域研究。地球環境問題の解決のために、先進的な科学技術に頼るだけで
なく、科学と文化の接合を通して新しい価値観と生き方を創造する研究プログラムを推進している。 

 

・件名： 

企画展「どうする、ニンゲン －研究の現場から地球の未来を問う」報道内覧会申込 

・お名前 

・ご所属 

・緊急連絡先(携帯電話番号) 

・メールアドレス 

※代表者の方がまとめてお申込みをされる場合も、すべての参加希望者について、 

上記の必要事項をご記入願います 



【記事利用の際のお願い】
＊写真使用は本展の紹介目的のみとさせていただきます。本展終了後の使用はできません。

＊写真掲載時には、資料のクレジットを必ずご記載ください。
＊記事のなかで、会期、入館料、開館時間などの基本情報をご掲載いただく場合は、確認のため、
下記担当まで校正原稿をお送りください。

＊ご掲載いただいた場合は、掲載誌等をお送りくださいますようお願い申し上げます。

〈お問合せ先〉国立科学博物館 展示部 企画展示課 企画展担当
電話 03-5814-9887 FAX 03-5814-9898
E-mail：kikakuten@kahaku.go.jp 〒110-8718  東京都台東区上野公園7-20

広報用として写真をご用意しております。
国立科学博物館ホームページの「各種手続き・報道関係資料」→「写真の貸出」からお申込みできます。

(https://www.kahaku.go.jp/procedure/rent/index.html）

広 報 用 写 真 提 供

①国立科学博物館×総合地球環境学研究所 共同企画展
「どうする、ニンゲン －研究の現場から地球の未来を問う」

ポスタービジュアル

②インド北西部のパンジャーブ州での稲わら焼きの様子

（１章「気づく」展示内映像）

③インドネシア・ゴロンタロ州の伝統的な手刺繍

「カラウォ」を施した服 （３章「問いつづける」展示品）
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